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 研究要旨：様々な内科治療の進歩にもかかわらず、炎症性腸疾患の治療において、現在でも、外科

治療は内科治療と同様に大きな位置を占めている。多くのクローン病患者では、生涯において、少な

くとも一度は外科手術が必要とされており、また、潰瘍性大腸炎患者においても、重症例だけでな

く、長期経過例では dysplasia および癌の合併により、外科手術を要する患者は決して少なくない。

一方、患者の視点からは、外科手術に対する心理的抵抗は大きく、「患者が手術を拒否した」は日常臨

床でよく耳にするフレーズである。一方、内科医の側の問題として、外科手術は「内科治療が不成功

に終わった場合の最終手段」といった誤った認識もあり、患者が適切なタイミングで外科手術を受け

る際のバリアになっている。従来、炎症性腸疾患の外科治療について、患者の理解を助ける患者向け

の情報は乏しく、また、内科医が、外科治療についての情報を患者に正しく伝えるためのツールも乏

しい。従って、このような目的を達するための患者向け情報冊子「炎症性腸疾患の手術について 

Q&A」を作成した。 
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A. 研究目的 

 手術が検討される炎症性腸疾患患者にお

いて、外科手術について理解を深めると同

時に、主に内科医が患者への説明する際の

補助となる小冊子の作成を行う。 

 

B. 研究方法 

 炎症性腸疾患の外科治療に多くの経験を

もつ専門の外科医師からなる作成グループ

を作り、日常診療において、患者から多く

寄せられる質問を基に、Q&A 形式からなる

冊子を作成した。内容は、潰瘍性大腸炎に

ついて、手術率、手術適応、術式、術後合

併症、術後の生活などに関する６項目、ク

ローン病について、再手術や再発予防など

も加えた８項目、また、術後の痛みや、妊

娠・出産および人工肛門に関する４項目、

計 18 項目の Q&A を掲載した。また、外科

手術や解剖に関する用語は、患者にとって

理解が難しいものも少なくないため、これ

らの用語を解説し、Q&A の理解を助けるた

めの、「外科手術用語集」を巻末に掲載し

た。 

（倫理面への配慮） 

 特になし 

 

C. 研究結果 

 本冊子（図１）は、「難治性炎症性腸管

障害に関する調査研究」班の Web ページ内
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の「患者・家族情報」のページ

（http://ibdjapan.org/patient/）から、

アクセス制限なく、閲覧、ダウンロードが

可能である。 

 

図１ 「炎症性腸疾患の手術について 

Q&A」（表紙） 

 

D. 考察 

本冊子を利用していただくことで、患者が

炎症性腸疾患の外科手術について理解を深

め、適切なタイミングで外科手術が行わ

れ、患者予後および QOL の改善につながる

と考える。Web 版であることの利点とし

て、改訂および掲載が容易であるため、掲

載内容について、今後、新たな情報が得ら

れた際には、速やかに改訂を行っていく予

定である。 

 

E. 結論 

 「炎症性腸疾患の手術について Q&A」を

作成した。本冊子は、「難治性炎症性腸管

障害に関する調査研究」班の Web ページに

て、アクセス制限なく閲覧可能であり、ま

た、ダウンロードもできるため、医師から

患者に冊子として手渡すことも可能であ

り、広く全国の炎症性腸疾患患者の予後お

よび QOL の改善に寄与できると考えられ

る。 

 

F. 健康危険情報 

 なし 

 

G. 研究発表 

１.論文発表 

 なし 

２.学会発表 

 なし 

 

H. 知的財産権の出願・登録状況 

（予定を含む） 

１．特許取得 

なし 

２．実用新案登録 

なし 

３．その他 

なし 


